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令和６年度第２回鈴鹿亀山地域高等学校活性化推進協議会の概要 

 

１ 日時  令和６年１２月９日（月）１９時００分から２１時００分まで 

２ 場所  三重県鈴鹿庁舎 ４６会議室 

３ 概要 

  令和５年度に生まれた子どもたちが中学校を卒業する15年先までの当地域

の中学校卒業者数の減少の状況や、中学生と保護者へのアンケート結果をふ

まえながら、当地域において15年先に求められる（実現したい）学びや高校

のあり方、令和10年度以降に想定される県立高校の学級減への具体的な対応

の方向性について協議を行いました。 

  主な意見は次のとおりです。 

 

≪鈴鹿亀山地域で実現したい学びや高校のあり方について≫ 

〇 地元経済界としては、まずは社会人としてのマナーや基本的生活習慣を身

につけてもらった上で、ＤＸに関わる教育や金融教育に力を入れてもらいた

い。 

○ 保護者としては、大学進学や就職など、子どもたちの進路実現につながる

学びを重視してもらいたい。 

〇 アンケート結果を見ると、子どもたちは学校行事や部活動など、授業以外

の活動にも期待していることがうかがえる。こうした子どもたちの思いをふ

まえ、地域のイベントに参加したり、協力したりするなど、地域社会とのつ

ながりの中での学びがより充実することを期待したい。 

〇 中学校段階で、将来の進路を明確に決めるのは難しい生徒も多いため、稲

生高校の普通科のように、多様なコースの中から、入学後に自分の興味関心

に応じてコースを選択できるのは大きな魅力となっている。また、工業や商

業などの専門学科と同じような資格取得が可能となれば、より魅力が高まる

のではないか。専攻科の設置など、当地域の魅力や特徴を生かした新しい取

組を検討してみてはどうか。 

〇 アンケート結果を見ると、少子化の中にあっても子どもや保護者の希望は

今も昔も大きくは変わらないように感じる。学級減に伴う教員数の減少を補

うため、オンラインで学校間をつないで授業を行ったり、大学との連携を進

めて、大学生との交流を増やしたりしてはどうか。 

〇 地元で働きたいと考えている子どもたちに対し、将来、地域での活躍につ

ながる特色のある学科を設置したり、地域の大学と連携して、高校から大学

まで一貫した教育を進めていったりするといった方向性も考えられるので

はないか。 

資料１ 
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〇 小学生にとって高校生は憧れの存在であるため、高校生が小学生に専門性

を生かした出前授業をしてくれたり、地域の行事で輝いている高校生の姿を

小学生が見たりする機会を増やせると、地域の高校に進学したいと思う子ど

もたちを増やすことができるのではないか。 

〇 小中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒の保護者からは、特別支

援学校の高等部ではなく、県立高校への進学を考えた場合、選択肢が限られ

るという声を聞く。特別な支援を必要とする子どもたちや外国につながりの

ある子どもたち、不登校の子どもたちが増えている中で、こうした子どもた

ちが高校で安心して学べる教育環境を保障してほしい。 

〇 アンケートでは高校の部活動に期待する声も大きいが、中学校において部

活動の地域移行についての議論が進められる中、高校の部活動を今後どうし

ていくのかについても重要な課題となるのではないか。 

 

≪令和 10年度以降に想定される当地域の県立高校の学級減への具体的な対応の

方向性について≫ 

〇 令和 10 年度以降も中学校卒業者数はさらに減少していくことを見据え、

県立高校の学びと配置のあり方を考えていく必要がある。また、令和７年度

中に、協議会としての一定の結論を出すためにもスケジュール感を持って協

議を進める必要がある。 

〇 少子化が進む中、全国的に高校の統廃合が避けられないことは理解するが、

多くの生徒が隣接地域の職業系専門学科へ進学していることをふまえると、

まずは当地域に工業や商業などの職業学科を設置することが先決ではない

か。 

〇 中学校卒業者数が減っていく中にあっては、新たに 40 人単位の専門学科

を設置するよりも、現在普通科に設置されている人数に縛られない専門性の

高いコースを充実させることで、学びの選択肢を維持していくほうがよいの

ではないか。 

〇 学級数の減少により教員数が減ったとしても、それまでのような手厚い教

育を保障していくために、学年制から単位制への移行や教育課程の見直しを

検討している高校もある。 

〇 国公立大学や難関私立大学への進学ニーズに応える一定規模の普通科高

校が当地域に必要であり、各教科の教員数などをふまえると、理想は１学年

８学級、最低でも６学級はあったほうがよい。 
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〇 学校規模が大きくなると教員数も増えるため、多様な選択科目を開講でき

たり、学校行事や部活動が活発になったりする。小規模校ならではの魅力も

あるが、子どもたちがさまざまな選択ができるという点においては、統合に

よるスケールメリットは大きいと感じている。 

〇 アンケート結果を見ると、小学校、中学校、高校と校種があがるにつれて、

だんだんと大きな集団の中で学び、多種多様な選択肢から自分にあったもの

を選んで社会に出ていくといった教育環境が求められているのは、今も昔も

変わらないと感じる。こうした環境を維持するため、これまでに統合を行っ

た高校のその後についての検証も行いながら、当地域の高校の再編について

検討を進めてほしい。 

〇 参考資料を見ると、高校ではある程度の学級数がないと充実した教育その

ものが難しくなることが想定される。当地域は、他地域と比べると小規模の

高校が多いことから、通学環境も考慮して、近鉄沿線に高校を統合していく

ほうがよいのではないか。 

〇 アンケート結果から、小規模校を望む声は一定数あるため、仮に再編する

ことになったとしても、小規模校で行ってきた学びは、地域の高校で引き継

いでいく必要がある。 

〇 現在の高校が、それぞれの特色を生かして存続できるとよいと思う一方で、

通学時間を考慮する必要があるが、統合してよりよい学校ができるのであれ

ば、それでよいとも感じている。 

〇 中学校段階で自身の進路が明確となっている子どもは少なく、高校に入っ

てから自分のやりたいことを見つけたいという生徒が多い。そのため、再編

したとしてもオーソドックスな普通科は残してほしい。 

〇 アンケート結果から、「積極的に統合すべき」、「一定の統合は避けられな

い」という回答が７割を超えており、当地域でも県立高校６校の再編も含め

た検討を進めていかなければならない。そのためにも、事務局から具体的な

対応について、複数の案を示してほしい。 
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定員との
差

募集人数 志願者数 合格内定者数 募集人数 志願者数 合格者数 募集人数 志願者数 合格者数

普通 200 197 ▲ 3 200

理数 80 127 47 40 100 40 40

計 280 324 44 40 100 40 240

応用
ﾃﾞｻﾞｲﾝ 80 84 4 80 83 80

英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 80 77 ▲ 3 40 75 44 36

計 160 161 1 120 158 124 36

普通 160 163 3 48 154 53 107

文化教養
(吹奏楽)ｺｰｽ 40 46 6 40 45 40

生活創造 40 47 7 20 46 22 18

計 240 256 16 108 245 115 125

普通 80 74 ▲ 6 40 76 44 36

計 80 74 ▲ 6 40 76 44 36

普通 120 118 ▲ 2 36 102 40 80

体育 40 62 22 40 70 40

計 160 180 20 76 172 80 80

普通 80 81 1 24 71 27 53

システムメディア 80 107 27 40 94 44 36

総合生活 40 37 ▲ 3 20 40 22 18

計 200 225 25 84 205 93 107

1,120 1,220 100 468 956 496 624 0 0 0 0 0 0 0

※「R6.12進学希望者数」は、県内の国公私立中学校３年生を対象に実施された調査結果

鈴鹿亀山地域の県立高等学校（全日制）の入学者選抜の状況【令和７年度：現中３】

学校名 学科・コース
R７

入学
定員

R６．１２
進学希望者数

前期選抜等 後期選抜 再募集
入学者

数
欠員

地域内県立高校　計

神戸

飯野

白子

石薬師

稲生

亀山

資料２-①

○後期選抜出願書類受付

２月２１日～２６日

○後期選抜志願変更書類受付

３月３日～５日

○後期選抜検査

３月１０日

○合格者の発表

３月１７日

○後期選抜追検査

・再募集検査

３月２１日

○合格者の発表

３月２５日
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定員との
差

募集人数 志願者数 合格内定者数 募集人数 志願者数 合格者数 募集人数 志願者数 合格者数

普通 240 211 ▲ 29 240 170 240 239 1

理数 80 142 62 40 119 41 39 153 39 80 0

計 320 353 33 40 119 41 279 323 279 319 1

応用
ﾃﾞｻﾞｲﾝ 80 90 10 80 91 80 80 0

英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 80 79 ▲ 1 40 84 43 37 41 37 80 0

計 160 169 9 120 175 123 37 41 37 160 0

普通 200 204 4 60 165 66 134 143 134 201 0

文化教養
(吹奏楽)ｺｰｽ 40 35 ▲ 5 40 39 39 1 0 0 39 1

生活創造 40 31 ▲ 9 20 30 22 18 19 18 40 0

計 280 270 ▲ 10 120 234 127 152 162 152 1 0 0 280 1

普通 120 79 ▲ 41 36 75 38 82 77 75 7 14 7 120 0

計 120 79 ▲ 41 36 75 38 82 77 75 7 14 7 120 0

普通 120 136 16 36 135 40 80 98 80 120 0

体育 40 62 22 20 61 22 18 24 18 40 0

計 160 198 38 56 196 62 98 122 98 160 0

普通 80 91 11 24 78 27 53 63 53 80 0

システムメディア 80 86 6 40 85 44 36 36 36 80 0

総合生活 40 40 0 20 41 22 18 22 18 40 0

計 200 217 17 84 204 93 107 121 107 200 0

1,240 1,286 46 456 1003 484 755 846 748 8 14 7 1,239 2

※入学者数と合格者数の合計が一致しないことがあるのは追検査による合格者等を含むため

※「R5.12進学希望者数」は、県内の国公私立中学校３年生を対象に実施された調査結果

鈴鹿亀山地域の県立高等学校（全日制）の入学者選抜の状況【令和６年度：現高１】

学校名 学科・コース
R６

入学
定員

R５．１２
進学希望者数

前期選抜等 後期選抜 再募集
入学者

数
欠員

地域内県立高校　計

神戸

飯野

白子

石薬師

稲生

亀山

資料２-②
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定員との
差

募集人数 志願者数 合格内定者数 募集人数 志願者数 合格者数 募集人数 志願者数 合格者数

普通 200 188 ▲ 12 200 158 200 200 0

理数 80 140 60 40 127 40 40 138 40 80 0

計 280 328 48 40 127 40 240 296 240 280 0

応用
ﾃﾞｻﾞｲﾝ 80 98 18 80 98 80 80 0

英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 80 66 ▲ 14 40 70 44 36 33 32 4 0 0 76 4

計 160 164 4 120 168 124 36 33 32 4 0 0 156 4

普通 160 159 ▲ 1 48 140 53 107 107 107 160 0

文化教養
(吹奏楽)ｺｰｽ 40 26 ▲ 14 40 25 25 15 0 0 25 15

生活創造 40 39 ▲ 1 20 39 22 18 18 18 40 0

計 240 224 ▲ 16 108 204 100 125 125 125 15 0 0 225 15

普通 120 75 ▲ 45 36 69 40 80 79 75 5 5 5 121 0

計 120 75 ▲ 45 36 69 40 80 79 75 5 5 5 121 0

普通 120 113 ▲ 7 36 108 40 80 88 80 120 0

体育 40 42 2 20 47 22 18 15 18 40 0

計 160 155 ▲ 5 56 155 62 98 103 98 160 0

普通 80 108 28 24 92 27 53 73 53 80 0

システムメディア 80 101 21 40 99 44 36 47 36 80 0

総合生活 40 33 ▲ 7 20 30 22 18 16 18 40 0

計 200 242 42 84 221 93 107 136 107 200 0

1,160 1,188 28 444 944 459 686 772 677 24 5 5 1,142 19

※入学者数と合格者数の合計が一致しないことがあるのは追検査による合格者等を含むため

※「R4.12進学希望者数」は、県内の国公私立中学校３年生を対象に実施された調査結果

白子

稲生

亀山

石薬師

地域内県立高校　計

神戸

飯野

鈴鹿亀山地域の県立高等学校（全日制）の入学者選抜の状況【令和５年度：現高２】

学校名 学科・コース
R５

入学
定員

R４．１２
進学希望者数

前期選抜等 後期選抜

欠員

再募集
入学者

数

資料２-③
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6
.
3
対
比

18
41

5
1
8

-
1
3

3
-
1
4

-
3
6

-
6
3

卒
業
者
数

2,
25

9
2,

40
9

2,
22
1

2,
41
3

2,
26
7

2,
25
5

2,
21
8

2
,
1
1
7

2
,
1
1
0

2
,
0
9
6

2
,
0
6
6

1
,
8
8
8

1
,
7
8
3

小
計

前
年
度
対
比

15
0

-1
88

19
2

-1
46

-1
2

-3
7

-
1
0
1

-
7

-
1
4

-
3
0

-
1
7
8

-
1
0
5

R
6
.
3
対
比

-1
46

-1
58

-1
95

-
2
9
6

-
3
0
3

-
3
1
7

-
3
4
7

-
5
2
5

-
6
3
0

卒
業
者
数

15
,7

77
16

,2
44

16
,0
55

15
,8
91

15
,7
12

15
,4
88

15
,2
41

1
4
,
7
6
9

1
4
,
4
0
4

1
4
,
0
0
0

1
4
,
0
4
9

1
3
,
4
4
2

1
2
,
7
9
2

県
内
合
計

前
年
度
対
比

46
7

-1
89

-1
64

-1
79

-2
24

-2
47

-
4
7
2

-
3
6
5

-
4
0
4

4
9

-
6
0
7

-
6
5
0

R
6
.
3
対
比

-1
79

-4
03

-6
50

-
1
,
1
2
2

-
1
,
4
8
7

-
1
,
8
9
1

-
1
,
8
4
2

-
2
,
4
4
9

-
3
,
0
9
9

 
 

学
級
数
（
募
集
）

30
31

29
31

28

欠
員

30
36

19
2

　
　
※
欠
員
数
は
、
学
科
・
コ
ー
ス
ご
と
の
欠
員
の
み
を
積
み
上
げ
た
数
値

学
級
数
（
募
集
）

27
1

27
4

26
8

26
3

25
8

欠
員

32
5

32
4

33
4

22
4

【
私
立
高
校
】

募
集

47
0

48
0

47
5

47
5

47
0

入
学
者
数

45
6

43
5

44
5

50
0

鈴
鹿

令
和
6
年
5
月
1
日
　
教
育
政
策
課
調
べ

鈴
鹿
亀
山

地
域
高
校

（
県
立
全
日
）

県
内
（
県
立
全
日
）

資
料
３
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鈴鹿亀山地域の状況

県外

神戸 飯野 白子 石薬師 稲生 亀山 計 鈴鹿
鈴鹿
高専

四日市
地域

津
地域

その他
地域

定時制 通信制 通信制

2,413 235 66 160 100 130 153 844 339 49 1,232 325 338 46 147 36 64 95 68 62

100% 9.7% 2.7% 6.6% 4.1% 5.4% 6.3% 35.0% 14.0% 2.0% 51.1% 13.5% 14.0% 1.9% 6.1% 1.5% 2.7% 3.9% 2.8% 2.6%

2,221 202 72 128 83 129 166 780 290 49 1,119 323 315 40 152 29 47 80 56 60

100% 9.1% 3.2% 5.8% 3.7% 5.8% 7.5% 35.1% 13.1% 2.2% 50.4% 14.5% 14.2% 1.8% 6.8% 1.3% 2.1% 3.6% 2.5% 2.7%

2,409 229 73 141 83 145 167 838 299 62 1,199 355 344 52 159 43 57 73 72 55

100% 9.5% 3.0% 5.9% 3.4% 6.0% 6.9% 34.8% 12.4% 2.6% 49.8% 14.7% 14.3% 2.2% 6.6% 1.8% 2.4% 3.0% 3.0% 2.3%

2,259 192 73 125 86 140 169 785 308 51 1,144 374 335 43 129 28 35 53 66 52

100% 8.5% 3.2% 5.5% 3.8% 6.2% 7.5% 34.7% 13.6% 2.3% 50.6% 16.6% 14.8% 1.9% 5.7% 1.2% 1.5% 2.3% 2.9% 2.3%

市別の状況

県外

神戸 飯野 白子 石薬師 稲生 亀山 計 鈴鹿
鈴鹿
高専

四日市
地域

津
地域

その他
地域

定時制 通信制 通信制

R6.3卒 1,973 217 58 160 80 122 69 706 304 41 1,051 265 255 30 115 29 50 73 56 49

R5.3卒 1,798 180 62 126 66 113 81 628 259 43 930 271 237 26 121 24 37 64 45 43

R4.3卒 1,988 203 61 139 66 134 72 675 275 46 996 318 276 34 126 39 45 56 53 45

R3.3卒 1,839 165 59 123 71 125 75 618 282 45 945 322 265 23 101 24 28 34 55 42

R6.3卒 440 18 8 0 20 8 84 138 35 8 181 60 83 16 32 7 14 22 12 13

R5.3卒 423 22 10 2 17 16 85 152 31 6 189 52 78 14 31 5 10 16 11 17

R4.3卒 421 26 12 2 17 11 95 163 24 8 195 37 68 18 41 4 12 17 19 10

R3.3卒 420 27 14 2 15 15 94 167 26 6 199 52 70 20 28 4 7 19 11 10

【 Ｒ６.３中学校卒業者（現高１）の鈴鹿亀山地域全日制高校以外への進路先】

＊鈴鹿亀山地域外（全日制）　合計８９２人　

＊定時制・通信制・その他　合計２８９人

定時制・通信制

その他

R４.
3卒

R５.
3卒

R６.
3卒

県内

R３.
3卒

２
市
の
合
計

鈴
鹿
市

亀
山
市

県内
私立・
高専

県外

県外
(36人)

地域外（全日制）

四日市(39)、四日市南(66)、四日市西(10)、朝明(3)、四日市四郷(13)、四日市工(90)
四日市中央工(10)、四日市商(34)、四日市農(50)、菰野(4)、川越(6)

県内私立・高専
（147人）

県立

定時制・通信制

その他

鈴鹿亀山地域の中学校卒業者進路先の推移

卒業
年度

卒業
者数

地域外（全日制）

私立・高専

鈴鹿亀山地域（全日制）

合計

県立
県内
私立・
高専

県外

県立

・

・

就職・専修学校・その他(41)、特別支援学校(21)

・

・

・

・ その他
(62人)

県外通信制
(68人)

県外通信制(68)

県外国公立全日制(3)、県外私立全日制(33)

県内定時制
(64人)

四工(5)、北星(9)、飯野(38)、みえ夢(12)

県内通信制
(95人)

北星(13)、松阪(3)、大橋学園(53)、徳風(26)

津田学園(1)、暁(2)、海星(58)、四日市メリノール学院(2)、高田(55)、セントヨゼフ(1)
三重(6)、皇学館(3)、鳥羽商船(14)、近大高専(5)

・

・

四日市地域県立
（325人）

卒業
年度

卒業
者数

鈴鹿亀山地域（全日制）

県立 私立・高専

合計

・

津地域県立
（338人）

津（34)、津西(73)、津商(80)、津東(56)、津工(84)、久居(2)、久居農(7)、白山(2)

県内

その他地域県立
（46人）

桑名(11)、桑名西(1)、桑名北(1)、いなべ総合(2)、上野(3)、あけぼの学園(11)、
松阪工(6)、相可(3)、昴学園(5)、宇治山田(1)、宇治山田商業(1)、水産(1)

資料４
(令和６年度第１回協議会【資料３】再掲）
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【令和６年３月卒】

学校名 学科 四年制大学 短大 専門学校等 就職 その他 卒業者数
240 12 10 4 9 275
87.3% 4.4% 3.6% 1.5% 3.3% 100.0%
29 10 54 29 24 146
19.9% 6.8% 37.0% 19.9% 16.4% 100.0%
48 16 53 44 5 166
28.9% 9.6% 31.9% 26.5% 3.0% 100.0%
2 4 18 12 2 38
5.3% 10.5% 47.4% 31.6% 5.3% 100.0%
6 1 14 74 1 96
6.3% 1.0% 14.6% 77.1% 1.0% 100.0%
22 7 39 107 10 185
11.9% 3.8% 21.1% 57.8% 5.4% 100.0%
37 8 12 20 1 78
47.4% 10.3% 15.4% 25.6% 1.3% 100.0%
15 17 36 48 1 117
12.8% 14.5% 30.8% 41.0% 0.9% 100.0%

382 54 182 278 50 946
40.4% 5.7% 19.2% 29.4% 5.3% 100.0%
17 21 54 60 3 155
11.0% 13.5% 34.8% 38.7% 1.9% 100.0%
0 0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
399 75 236 338 53 1,101
36.2% 6.8% 21.4% 30.7% 4.8% 100.0%

【令和５年３月卒】

学校名 学科 四年制大学 短大 専門学校等 就職 その他 卒業者数
257 16 17 2 15 307
83.7% 5.2% 5.5% 0.7% 4.9% 100.0%
33 8 44 28 26 139
23.7% 5.8% 31.7% 20.1% 18.7% 100.0%
45 15 53 47 6 166
27.1% 9.0% 31.9% 28.3% 3.6% 100.0%
1 5 18 15 0 39
2.6% 12.8% 46.2% 38.5% 0.0% 100.0%
3 2 19 83 3 110
2.7% 1.8% 17.3% 75.5% 2.7% 100.0%
23 4 42 112 2 183
12.6% 2.2% 23.0% 61.2% 1.1% 100.0%
43 6 24 37 2 112
38.4% 5.4% 21.4% 33.0% 1.8% 100.0%
17 14 35 54 0 120
14.2% 11.7% 29.2% 45.0% 0.0% 100.0%

404 51 199 309 54 1,017
39.7% 5.0% 19.6% 30.4% 5.3% 100.0%
18 19 53 69 0 159
11.3% 11.9% 33.3% 43.4% 0.0% 100.0%
0 0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
422 70 252 378 54 1,176
35.9% 6.0% 21.4% 32.1% 4.6% 100.0%

※上段は人数、下段は卒業者数に対する割合を表す ※「短大」は高専を含む

※「四年制大学」は大学校を含む ※「その他」は進学待機を含む

白子

普通
文化教養

生活創造

鈴鹿亀山地域の県立高等学校（全日制）卒業生の進路状況

神戸
普通
理数

飯野
応用ﾃﾞｻﾞｲﾝ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

石薬師 普通

稲生
普通
体育

亀山
普通

ｼｽﾃﾑﾒﾃﾞｨｱ
総合生活

石薬師 普通

普通科計
（普通科系専門学科含む）

専門学科計

総合学科計

合計

神戸
普通
理数

飯野
応用ﾃﾞｻﾞｲﾝ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

白子

普通
文化教養

生活創造

専門学科計

総合学科計

合計

稲生
普通
体育

亀山
普通

ｼｽﾃﾑﾒﾃﾞｨｱ
総合生活

普通科計
（普通科系専門学科含む）

(令和６年度第１回協議会【資料11】再掲） 資料５
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鈴
鹿

亀
山

地
域

の
高

等
学

校
等

の
学

科
・
コ

ー
ス

に
つ

い
て

（
令

和
７

年
度

）
(令

和
6年

度
第

1回
協

議
会

【資
料

８
-②

】再
掲

）

学
校

名
大

学
科

※
1

2
3

5
6

7
8

神
戸

普
通

科
28

0

飯
野

普
通

科
16

0

白
子

普
通

科
専

門
学

科
24

0
【
普

通
科

】
文

化
教

養
（
吹

奏
楽

）
ｺ
ｰ

ｽ

【
生

活
創

造
科

】
食

彩
ｺ
ｰ

ｽ
服

飾
ｺ
ｰ

ｽ

石
薬

師
普

通
科

80

稲
生

普
通

科
16

0

亀
山

普
通

科
専

門
学

科
20

0
【
総

合
生

活
科

】
食

物
文

化
系

列
人

間
福

祉
系

列
幼

児
教

育
系

列

　
普

通
科

（
特

進
コ

ー
ス

・
探

究
コ

ー
ス

・
総

合
コ

ー
ス

）

　
　

※
募

集
定

員
に

は
中

等
教

育
学

校
後

期
課

程
（
６

年
制

）
も

含
む

※
大

学
科

の
「普

通
科

」に
は

、
普

通
科

系
専

門
学

科
を

含
む

〇
定

時
制

課
程

　
　

 県
立

　
飯

野
8
0

普
通

科

〇
通

信
制

課
程

　
 　

私
立

　
徳

風
2
4
0

普
通

科
（総

合
コ

ー
ス

、
ド

ッ
グ

ケ
ア

コ
ー

ス
、

パ
ソ

コ
ン

コ
ー

ス
、

日
本

語
コ

ー
ス

、
土

日
コ

ー
ス

、
平

日
サ

ポ
ー

ト
コ

ー
ス

）　
※

技
能

連
携

あ
り

〇
高

等
専

門
学

校
　

国
立

　
鈴

鹿
工

業
高

専
2
0
0

機
械

工
学

科
（4

0）
、

電
気

電
子

工
学

科
（4

0）
、

電
子

情
報

工
学

科
（4

0）
、

生
物

応
用

化
学

科
（4

0）
、

材
料

工
学

科
（4

0）

【
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
】

A
（
英

語
基

礎
力

強
化

）
B

（
ハ

イ
レ

ベ
ル

な
英

語
活

動
）

【
普

通
科

】

※
2
年
生
か
ら
文
系
・
理
系
の
類
型
に
分
か
れ
る

47
0

4
7
0

　
【
応

用
デ

ザ
イ

ン
科

】
ビ

ジ
ュ

ア
ル

デ
ザ

イ
ン

ｺ
ｰ

ｽ
服

飾
デ

ザ
イ

ン
ｺ
ｰ

ｽ
美

術
ｺ
ｰ

ｽ

【
理

数
科

】

【
普

通
科

】
進

学
ｺ
ｰ

ｽ
教

養
ｺ
ｰ

ｽ

【
普

通
科

】
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
ｺ
ｰ

ｽ
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ｺ
ｰ

ｽ

入
学

定
員

4

全 日 制 課 程

県 立
1
,1

2
0

【
普

通
科

】
ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞﾝ
ｽ

ｺ
ｰ

ｽ
・
食

物
調

理
ｺ
ｰ

ｽ
・
情

報
ｺ
ｰ

ｽ
自

動
車

工
業

ｺ
ｰ

ｽ
・
ﾋ
ﾞｼ

ﾞﾈ
ｽ

ｺ
ｰ

ｽ
・
介

護
福

祉
ｺ
ｰ

ｽ
【
体

育
科

】

【
普

通
科

】
ｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞﾝ
ｽ

系
列

ｾ
ﾚ
ｸ
ｼ
ｮﾝ

系
列

【
シ

ス
テ

ム
メ

デ
ィ

ア
科

】
IT

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

系
列

ﾒ
ﾃ

ﾞｨ
ｱ

ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ
系

列
情

報
ﾋ
ﾞｼ

ﾞﾈ
ｽ

系
列

私 立
鈴

鹿
普

通
科

資
料
６

全
２
８
学
級

普
通
科
※
２
４

専
門
学
科

４

（
家
庭
２
）

（
情
報
２
）

総
合
学
科

０
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鈴
鹿
亀
山
地
域
の
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
学
び
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

普
通

科
⑤

普
通
科
④

普
通
科
②

普
通

科
③

普
通

科
②

進
学
ｺ
ｰ
ｽ

ｱ
ｶ
ﾃ
ﾞ
ﾐ
ｯ
ｸ
ｺ
ｰ
ｽ

ｱﾄ
ﾞﾊ
ﾞﾝ
ｽｺ
ｰｽ

ｱ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ﾝ
ｽ
系

列

教
養
ｺ
ｰ
ｽ

ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ｺ
ｰ
ｽ

ｾ
ﾚ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
系
列

◇
文
化
教
養

（
吹
奏
楽
）
ｺｰ

ｽ①

◇
自

動
車

工
業

ｺｰ
ｽ

・
人
間
福
祉

・
情
報
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ｽ

・
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ

・
服
飾

・
食
彩

◇
食

物
調

理
ｺｰ
ｽ

◇
介

護
福

祉
ｺｰ
ｽ

△
体

育
科

①

・
食
物
文
化

・
ﾋ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ｭ
ｱ
ﾙ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ

・
美

術

・
服

飾
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ

☆
総

合
生

活
科

 【
家

庭
】

①

△
英

語
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹ
ｰｼ
ｮ
ﾝ科

②

☆
生
活
創
造
科

 【
家
庭
】
①

・
幼
児
教
育

△
理

数
科

②

△
応

用
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
科

②

◇
情

報
ｺｰ
ｽ

◇
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ｺｰ
ｽ

・
Ｉ
Ｔ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

☆
ｼｽ
ﾃﾑ
ﾒﾃ
ﾞｨ
ｱ科

 【
情

報
】

②

《
 
　

亀
山

⑤
　

》
《

　
神

戸
⑦

　
》

《
　
飯
野
④
　

》
《

　
白

子
⑥

　
》

《
　

石
薬

師
②

　
》

《
　

稲
生

④
　

》

△
：
普
通
科
系
専
門
学
科

☆
：
職
業
系
専
門
学
科

◇
：
普
通
科
の
専
門
性
の
高
い
コ
ー
ス

・
：
学
科
内
の
専
攻
・
コ
ー
ス

※
〇
囲
み
の
数
字
は
令
和
７
年
度
の
１
学
年
の
学
級
数
を
示
す

資
料
７

12



鈴鹿亀山地域の県立高等学校（全日制）への交通手段等

（１）通学における主な路線図

（２）通学方法別生徒数と割合 Ｒ６．５．１　学校基本調査より

神戸 飯野 白子 石薬師 稲生 亀山 合計

16 38 18 11 3 39 125

1.8% 8.3% 2.5% 3.4% 0.6% 6.6% 3.6%

462 123 256 189 334 294 1,658

50.7% 26.8% 35.4% 58.3% 71.5% 50.0% 47.7%

7 0 0 0 0 0 7

0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

16 11 0 39 38 70 174

1.8% 2.4% 0.0% 12% 8.1% 12% 5.0%

211 112 213 0 0 0 536

23.1% 24.4% 29.5% 0% 0.0% 0% 15.4%

32 24 6 16 1 38 117

3.5% 5.2% 0.8% 4.9% 0.2% 6.5% 3.4%

11 8 4 2 27 12 64

1.2% 2% 1% 1% 5.8% 2% 1.8%

0 16 0 2 3 9 30

0.0% 3.5% 0.0% 0.6% 0.6% 1.5% 0.9%

67 9 0 30 10 94 210

7.3% 2.0% 0.0% 9.3% 2.1% 16% 6.0%

12 23 12 8 5 1 61

1.3% 5.0% 1.7% 2.5% 1.1% 0% 1.8%

68 53 190 11 30 0 352

7.5% 11.5% 26.3% 3% 6.4% 0% 10.1%

1 0 0 0 0 0 1

0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

4 10 2 5 4 13 38

0.4% 2.2% 0.3% 1.5% 0.9% 2% 1.1%

5 32 22 11 12 18 100

0.5% 7.0% 3.0% 3.4% 2.6% 3% 2.9%

912 459 723 324 467 588 3,473

その他
（車送迎、３つ以上の交通機関等）

合計

私鉄と

バス

自転車

バスと

自転車

バスのみ

単車のみ

単車

　　　　　　　　　　　　　　学校名
　通学方法

徒歩のみ

自転車のみ

ＪＲのみ

私鉄のみ

ＪＲと

私鉄

バス

自転車

(令和６年度第２回協議会【資料７】再掲） 資料８

亀山地域

（※）：平常授業日に

通学バスが運行

◎08:16 稲生高校行き

◎16:00 白子駅西行き

鈴鹿地域
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（３）通学費用別生徒数と割合 Ｒ６．５．１　学校基本調査より

神戸 飯野 白子 石薬師 稲生 亀山 合計 積み上げ

434 166 278 210 338 349 1,775 1,775

47.6% 36.2% 38.5% 64.8% 72.4% 59.4% 51.1% 51.1%

71 14 29 20 17 14 165 1,940

7.8% 3.1% 4.0% 6.2% 3.6% 2.4% 4.8% 55.9%

237 62 256 39 21 98 713 2,653

26.0% 13.5% 35.4% 12.0% 4.5% 16.7% 20.5% 76.4%

91 123 115 24 31 55 439 3,092

10.0% 26.8% 15.9% 7.4% 6.6% 9.4% 12.6% 89.0%

35 14 18 5 16 22 110 3,202

3.8% 3.1% 2.5% 1.5% 3.4% 3.7% 3.2% 92.2%

25 25 11 10 10 26 107 3,309

2.7% 5.4% 1.5% 3.1% 2.1% 4.4% 3.1% 95.3%

10 14 1 9 12 9 55 3,364

1.1% 3.1% 0.1% 2.8% 2.6% 1.5% 1.6% 96.9%

6 14 4 3 8 10 45 3,409

0.7% 3.1% 0.6% 0.9% 1.7% 1.7% 1.3% 98.2%

3 27 11 4 14 5 64 3,473

0.3% 5.9% 1.5% 1.2% 3.0% 0.9% 1.8% 100.0%

912 459 723 324 467 588 3,473 3,473

　※通学費用は１か月あたりの費用

（４）通学時間別生徒数と割合 Ｒ６．５．１　学校基本調査より

神戸 飯野 白子 石薬師 稲生 亀山 合計 積み上げ

143 37 143 31 96 80 530 530

15.7% 8.1% 19.8% 9.6% 20.6% 13.6% 15.3% 15.3%

331 93 259 94 181 203 1,161 1,691

36.3% 20.3% 35.8% 29.0% 38.8% 34.5% 33.4% 48.7%

229 59 151 94 93 143 769 2,460

25.1% 12.9% 20.9% 29.0% 19.9% 24.3% 22.1% 70.8%

151 81 123 71 55 126 607 3,067

16.6% 17.6% 17.0% 21.9% 11.8% 21.4% 17.5% 88.3%

55 121 41 30 30 32 309 3,376

6.0% 26.4% 5.7% 9.3% 6.4% 5.4% 8.9% 97.2%

2 56 6 3 8 4 79 3,455

0.2% 12.2% 0.8% 0.9% 1.7% 0.7% 2.3% 99.5%

1 12 0 1 4 0 18 3,473

0.1% 3% 0.0% 0.3% 0.9% 0% 0.5% 100.0%

912 459 723 324 467 588 3,473 3,473

　※通学時間は片道の所要時間

（５）自宅外通学生徒数 Ｒ６．５．１　学校基本調査より

神戸 飯野 白子 石薬師 稲生 亀山 合計

0 2 8 2 0 0 12

0 0 0 0 0 0 0

0 2 8 2 0 0 12合計

１５分以内

３０分以内

４５分以内

６０分以内

９０分以内

１２０分以内

１２１分以上

合計

　　　　　　　　　　　　　　　学校名
　種別

下宿

寄宿舎

　　　　　　　　　　　　　　学校名
　時間

　　　　　　　　　　　　　　学校名
　費用

不要

３,０００円以内

５,０００円以内

７,０００円以内

９,０００円以内

１１,０００円以内

１３,０００円以内

１５,０００円以内

１５,００１円以上

合計
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(令和６年度第２回協議会【資料２】再掲） 

 

鈴鹿亀山地域の県立高校に関するアンケート結果について 

 

１ 生徒を対象としたアンケート結果 

 

（１）高校選びで重視すること（問６） 

  「学校の雰囲気・イメージ」（53.1％）、「通学のしやすさ・距離」（50.5％）に続い

て、「文化祭や体育祭などの学校行事が充実している」（47.6％）、「学びたい学科やコ

ースがある」（39.1％）、「自分の興味関心に応じて多様な学びが選択できる」

（38.8％）の順となっている。 

 

（２）高校に期待する教育（問８） 

  高等学校には、「自ら学び続ける力が身につく教育」（52.0％）、「基本的な知識が身に

つく教育」（48.0％）をはじめ、「社会人として必要なマナーや礼儀・責任感が身につ

く教育」（46.9％）、「社会性や協調性、コミュニケーション能力など協働する力が身に

つく教育」（42.0％）を期待している。 

 

（３）希望する学級数について（問 10） 

  多い順に「４～６学級」（47.9％）、「２～３学級」（32.3％）、「１学級」（13.4％）、続い 

て「７学級以上」（6.4％）となっている。 

 

（４）通学時間について（問 11） 

  多い順に「60 分以内まで」（54.0％）、「30 分以内まで」（22.5％）、「90 分以内まで」

（16.8％）、「120分以内まで」（3.5％）、「121分以上」（3.2％）となっている。 

 

（５）将来生活する場所について（問 12） 

  「まだ決まっていない、わからない」（40.4％）が最も多く、続いて、「県外」（20.0％）、

「一度は地元を離れても、いつかは戻りたい」（13.5％）、「地元」（12.3％）となって

いる。 

  

資料９ 
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２ 保護者を対象としたアンケート結果 

 

（１）高校選びで重視すること（問６） 

「学びたい学科やコースがあること」（69.6％）に続いて、「通学のしやすさ・距離」

（69.3％）、「自分の興味関心に応じて多様な学びが選択できること」（58.7％）に続

いて、「学校の雰囲気・イメージ」（41.8％）となっている。 

 

（２）高校に期待する教育（問８） 

  「自ら学び続ける力が身につく教育」と「社会性や協調性、コミュニケーション能力

など協働する力が身につく教育」（58.5％）をはじめ、「自分で問いや課題を見つけ、

主体的に取り組む力が身につく教育」（50.4％）、「多様な選択肢の中から進路を決定

する力が身につく教育」（49.6％）を期待している。 

 

（３）学級の規模について（問 10） 

  多い順に「４～６学級」（53.7％）、「２～３学級」（28.2％）、「１学級」（11.3％）、続い 

て「７学級以上」（6.8％）となっている。 

 

（４）通学時間について（問 11） 

  多い順に「60 分以内まで」（70.7％）、「30 分以内まで」（19.2％）、「90 分以内まで」

（9.0％）、「120分以内まで」（1.1％）、「121分以上」（0.1％）となっている。 

 

（５）将来生活する場所について（問 12） 

  「本人の希望次第」（72.4％）が最も多く、続いて、「地元」（10.3％）、「一度は地元を

離れても、いつかは戻ってほしい」（5.0％）、「特に考えはない」（3.3％）となってい

る。 

 

（６）今後の鈴鹿亀山地域の県立高校のあり方について 

  今後の鈴鹿亀山地域の高校については、「一定の統合は避けられない」（71.8％）が最

も多く、続いて「統合は避けるべき」（22.3％）、「積極的に統合を進めるべき」（5.9％）

となっている。 
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３ 生徒と保護者の回答の比較 

（１）高校選びに重視すること（回答は６つ以内、％は各回答者数に対する割合、○数字は多い順） 

対象   

項目 

生徒 

(1,730 人) 

保護者 

(1,960 人) 

① 学びたい学科やコースがある ④ 676 39.1% ①1,366 69.6% 

② 確かな学力を身につける授業が充実している ⑧ 539 31.2% ⑥  764 38.9% 

③ 専門的な知識や技能、資格が習得できる ⑪ 411 23.8% ⑦  603 30.7% 

➃ 自分の興味関心に応じて多様な学びが選択できる ⑤ 671 38.8% ③1,151 58.7% 

⑤ 地域と連携した活動が充実している ⑰  29 1.7% ⑯   43 2.2% 

⑥ 文化祭や体育祭などの学校行事が充実している ③ 824 47.6% ⑭  288 14.7% 

⑦ 入りたい部活動がある、部活動が活発に行われている ⑥ 586 33.9% ⑨  541 27.6% 

⑧ 友だちや先輩、先生などとの多くの出会い ⑦ 581 33.6% ⑫  437 22.3% 

⑨ 
一人ひとりの状況に応じて、きめ細かな教育が期待で

きる 
⑮ 153 8.8% ⑧  555 28.3% 

⑩ 通学のしやすさ・距離 ② 874 50.5% ②1,359 69.3% 

⑪ 学校の雰囲気・イメージ ① 919 53.1% ④  821 41.8% 

⑫ 施設・設備の充実 ⑫ 400 23.1% ⑬  349 17.8% 

⑬ 進学・就職の実績 ⑩ 419 24.2% ⑤  815 41.5% 

⑭ 自分の適性や能力 ⑨ 503 29.1% ⑩  475 24.2% 

⑮ 先生や保護者、友だち等の周囲の人の意見 ⑬ 278 16.1% ⑮   61 3.1% 

⑯ 学費などの経費負担 ⑭ 244 14.1% ⑪  457 23.3% 

⑰ その他（質問７の自由記述へ） ⑯  35 2.0% ⑰   11 0.6% 
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（２）高校に期待する教育（回答は５つ以内、％は各回答者数に対する割合、○数字は多い順） 

対象   

項目 

生徒 

(1,730 人) 

保護者 

(1,962 人) 

① 自ら学び続ける力が身につく教育 ① 899 52.0% ①1,148 58.5% 

② 
自分で問いや課題を見つけ、主体的に取り組む力が身

につく教育 
⑤ 590 34.1% ③  988 50.4% 

③ 
多様な選択肢の中から進路を決定する力が身につく

教育 
⑥ 496 28.7% ④  974 49.6% 

④ 地域を題材として学ぶ教育 ⑬  72 4.2% ⑬   29 1.5% 

⑤ 大学や企業等と連携・協働して学ぶ教育 ⑩ 247 14.3% ⑨  428 21.8% 

⑥ 人権に対する意識が高まる教育 ⑫ 199 11.5% ⑫  126 6.4% 

⑦ 基本的な知識が身につく教育 ② 831 48.0% ⑥  615 31.3% 

⑧ ＩＣＴを積極的に活用する教育 ⑪ 202 11.7% ⑪  210 10.7% 

⑨ 広く世界で活躍できる力が身につく教育 ⑧ 354 20.5% ⑩  424 21.6% 

⑩ 
社会性や協調性、コミュニケーション能力など協働す

る力が身につく教育 
④ 727 42.0% ②1,147 58.5% 

⑪ 
社会人として必要なマナーや礼儀・責任感が身につく

教育 
③ 811 46.9% ⑤  905 46.1% 

⑫ 
特別活動や部活動などを通じて豊かな人間性が身に

つく教育 
⑦ 453 26.2% ⑧  431 22.0% 

⑬ 
一人ひとりの状況に応じて適切な支援が受けられる

教育 
⑨ 332 19.2% ⑦  586 29.9% 

⑭ その他（質問９の自由記述へ） ⑭  19 1.1% ⑭   11 0.6% 
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（３）１学年当たりの学級規模（回答は 1 つ、％は各回答者数に対する割合、○数字は多い順） 

 

 

（４）進学したい高校までの通学時間（回答は 1 つ、％は各回答者数に対する割合、○数字は多い順） 

 

  

対象   

項目 

生徒 

（1,730 人） 

保護者 

（1,962 人） 

① １学級（40人） ③ 232 13.4% ③  222 11.3% 

② ２学級～３学級（80～120人） ② 558 32.3% ②  553 28.2% 

③ ４学級～６学級（160～240人） ① 829 47.9% ①1,053 53.7% 

④ ７学級以上（280人～） ④ 111 6.4% ④  134 6.8% 

対象   

項目 

生徒 

（1,730 人） 

保護者 

（1,962 人） 

① ３０分以内まで ② 389 22.5% ②  376 19.2% 

② ６０分以内まで  ① 935 54.0% ①1,387 70.7% 

③ ９０分以内まで ③ 290 16.8% ③  176 9.0% 

④ １２０分以内まで ④  60 3.5% ④   21 1.1% 

⑤ １２１分以上 ⑤  56 3.2% ⑤    2 0.1% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

①１学級 ②２学級～３学級 ③４学級～６学級 ④７学級以上

生徒 保護者

0%

20%

40%

60%

80%

① 30分以内まで ② 60分以内まで ③ 90分以内まで ④ 120分以内まで ⑤ 121分以上

生徒 保護者
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４ 生徒と保護者の回答の比較より 

 

（１）「高校選びで重視すること（17個の選択肢から６つ以内で選択）」について 

 （ア）生徒、保護者の両者で各上位６つに選択された項目のうち、共通するもの 

  ①学びたい学科やコースがある 

    生徒４位 676人（39.1%）、保護者１位 1,366人（69.6%） 

  ④自分の興味関心に応じて多様な学びが選択できる 

    生徒５位 671人（38.8%）、保護者３位 1,151人（58.7%） 

  ⑩通学のしやすさ・距離 

    生徒２位 874人（50.5%）、保護者２位 1,359人（69.3%） 

  ⑪学校の雰囲気・イメージ 

    生徒１位 919人（53.1%）、保護者４位   821人（41.8%） 

 

（イ）生徒、保護者のどちらか一方で上位６つに選択された項目 

  ②確かな学力を身につける授業が充実している 

    生徒８位 539人（31.2%）、保護者６位 764人（38.9%） 

  ⑥文化祭や体育祭などの学校行事が充実している 

    生徒３位 824人（47.6%）、保護者 14位 288人（14.7%） 

  ⑦入りたい部活動がある、部活動が活発に行われている 

    生徒６位 586人（33.9%）、保護者９位 541人（27.6%） 

  ⑬進学・就職の実績 

    生徒 10位 419人（24.2%）、保護者５位 815人（41.5%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「高校に期待する教育（14個の選択肢から５つ以内で選択）」について 

 （ア）生徒、保護者の両者で各上位５つに選択された項目のうち、共通するもの 

  ①自ら学び続ける力が身につく教育 

    生徒１位 899人（52.0%）、保護者１位 1,148人（58.5%） 

 ②自分で問いや課題を見つけ、主体的に取り組む力が身につく教育 

    生徒５位 590人（34.1%）、保護者３位 988人（50.4%） 

  ⑩社会性や協調性、コミュニケーション能力など協働する力が身につく教育 

    生徒４位 727人（42.0%）、保護者２位 1,147人（58.5%） 

  ⑪社会人として必要なマナーや礼儀・責任感が身につく教育 

    生徒３位 811人（46.9%）、保護者５位 905人（46.1%） 

〈 参 考 〉 

生徒、保護者で下位２つ(その他を除く)に選択された項目 

⑤地域と連携した活動が充実している 

    生徒 17位 29人(1.7%)、保護者 16位 43人(2.2%) 

  ⑨一人ひとりの状況に応じて、きめ細かな教育が期待できる 

    生徒 15位 153人(8.8%)、保護者８位 555人(28.3%) 

⑮先生や保護者、友だち等の周囲の人の意見 

    生徒 13位 278人(16.1%)、保護者 15位 61人(3.1%) 
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（イ）生徒、保護者のどちらか一方で上位５つに選択された項目 

  ③多様な選択肢の中から進路を決定する力が身につく教育 

    生徒６位 496人（28.7%）、保護者４位 974人（49.6%） 

 ⑦基本的な知識が身につく教育 

    生徒２位 831人（48.0%）、保護者６位 615人（31.3%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「１学年あたりの学級規模（１つ選択）」について 

  生徒、保護者とも「４学級～６学級」（生徒 47.9％、保護者 53.7％）と最も多く、次

いで「２学級～３学級」（生徒 32.3％、保護者 28.2％）、「１学級」（生徒 13.4％、保護

者 11.3％）、「７学級以上」（生徒 6.4％、保護者 6.8％）となっている。 

 

（４）「進学したい高校までの通学時間（１つ選択）」について 

  生徒、保護者とも「60 分以内まで」（生徒 54.0％、保護者 70.7％）、「30 分以内まで」

（生徒 22.5％、保護者 19.2％）と続き、さらに「90分以内まで」（生徒 16.8％、保護

者 9.0％）、「120分以内まで」（生徒 3.5％、保護者 1.1％）となっている。 

 

〈 参 考 〉 

生徒、保護者で下位２つ(その他を除く)に選択された項目 

④地域を題材として学ぶ教育 

    生徒 13位 72人(4.2%)、保護者 13位 29人(1.5%) 

  ⑥人権に対する意識が高まる教育 

    生徒 12位 199人(11.5%)、保護者 12位 126人(6.4%) 
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これまでの協議会における主な意見 
（令和５年度第１回から令和６年度第２回） 

 
【鈴鹿亀山地域の高等学校について】 
○ 普通科のコースでは、専門教科の授業や実習が少ないため、専門学科と比較する
とどうしても知識や技能に差が生じてしまう。また、当地域の事業所からは、おそ
らくこれまでに就職実績がある事業所や地元の事業所が優先されるためか、四日
市市や津市の工業高校、商業高校に求人を出しても、生徒の応募がなく、人手不足
であると聞いている。 

○ 当地域の県立高校の学びの選択肢がこのままであれば、１５年先までにかなり
の学級数を減らさざるを得ない。しかし、四日市地域や津地域の専門高校へ一定数

の生徒が流出していることをふまえると、鈴鹿市内の高校に工業、商業、農業など
の職業系の専門学科を設置することで、学級数の減少を抑えることができるので
はないか。市内の事業所からも人手不足であるという声が大きくなっており、ぜひ
設置を検討してほしい。 

○ 鈴鹿亀山地域の中学校卒業者の約４割が地域外の全日制高校へ進学しており、
特に、当地域に設置されていない工業科や商業科へ一定数の生徒が進学している。

そのため、これら職業系専門学科が当地域に設置されれば、子どもたちの地域外へ
の移動が少なくなり、学級減の必要もなくなるのではないか。 

○ 当地域に専門高校をつくったとしても、他地域の実績のある専門高校を上回る
魅力がなければ、近いというだけで生徒は選んでくれないだろう。 

○ 少子化の中では、新たな専門学科の設置は難しいところもあるため、それぞれの

県立高校は地域のニーズをふまえて特色化・魅力化に取り組んでいる。例えば、稲
生高校の普通科では、６つのコースを設置し専門学科に近い学びを提供している。 

○ 工業高校を設置するには、施設整備のために多額の予算が必要となる。少子化が
進む中にあっては、既存の学科・コースの学びに予算を投入し、時代のニーズに沿
った専門性の高い学びを充実させるほうがよいのではないか。 

○ 大学進学を考えている中学生の多くが、四日市地域や津地域の普通科高校へ進
学している。当地域の子どもたちを地域に残していくための取組をするべきでは
ないか。例えば、当地域に公立の中高一貫教育校を設置するのも、ニーズがあれば
１つの選択肢になりうるのではないか。 

 ○ 令和２年度に就学支援金制度が拡充されたことにより、県立高校と私立高校の
経済的負担の差が小さくなったため、生徒は学校の特色をより重視して高校を選

ぶようになっている。県立高校の学びと配置のあり方については、私学の状況も
ふまえて総合的に考える必要がある。 

 

【部活動について】 

○ アンケートでは高校の部活動に期待する声も大きいが、中学校において部活動
の地域移行についての議論が進められる中、高校の部活動を今後どうしていくの
かについても重要な課題となるのではないか。 

○ 部活動が充実していることは、高校を選択する際の大きな魅力の１つとなって
いる。全ての高校が小規模化されて、十分な部活動ができなくなってしまわないよ
う、部活動の活性化という視点も大切にしてほしい。 
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【当地域の県立高校に求められる学びについて】 

○ 地元経済界としては、社会人としてのマナーや基本的生活習慣を身につけても
らった上で、ＤＸに関わる教育や金融教育に力を入れてもらいたい。 

○ 保護者としては、大学進学や就職など、子どもたちの進路実現につながる学びを
重視してもらいたい。 

○ アンケート結果を見ると、子どもたちは学校行事や部活動など、授業以外の活動
にも期待していることがうかがえる。こうした子どもたちの思いをふまえ、地域の
イベントに参加したり、協力したりするなど、地域社会とのつながりの中での学び
がより充実することを期待したい。 

○ 中学校段階で、将来の進路を明確に決めるのは難しい生徒も多いため、稲生高校
の普通科のように、多様なコースの中から、入学後に自分の興味関心に応じてコー
スを選択できるのは大きな魅力となっている。また、工業や商業などの専門学科と
同じような資格取得が可能となれば、より魅力が高まるのではないか。専攻科の設

置など、当地域の魅力や特徴を生かした新しい取組を検討してみてはどうか。 
○ アンケート結果を見ると、少子化の中にあっても子どもや保護者の希望は今も
昔も大きくは変わらないように感じる。学級減に伴う教員数の減少を補うため、オ
ンラインで学校間をつないで授業を行ったり、大学との連携を進めて、大学生との
交流を増やしたりしてはどうか。 

 

【地域との関わりについて】 

○ 地元の高校で学んだ生徒が、地元に就職することも大切であるが、他地域の高校
で学んだ生徒や県外の大学に進学した生徒が、地元に戻って働きたいと思えたり、
それを実現できたりする仕組みづくりも必要である。 

○ 人の役に立ちたい、地域の力になりたいと思っている地元志向が強い中学生は
多い。四日市地域や津地域へ進学する生徒も一定数いるものの、当地域の各県立高
校のニーズは高いと感じている。 

○ 地元で働きたいと考えている子どもたちに対し、将来、地域での活躍につながる
特色のある学科を設置したり、地域の大学と連携して、高校から大学まで一貫した
教育を進めていったりするといった方向性も考えられるのではないか。 

○ 小学生にとって高校生は憧れの存在であるため、高校生が小学生に専門性を生
かした出前授業をしてくれたり、地域の行事で輝いている高校生の姿を小学生が
見たりする機会を増やせると、地域の高校に進学したいと思う子どもたちを増や
すことができるのではないか。 

 

【多様な子どもたちの状況と学習環境への対応について】 
○ 全国的に不登校の児童生徒が増加していることから、中学校までにしっかりと
学ぶことができなかった子どもたちの学び直しの場も高校には必要ではないか。 

○ 当地域の小中学校には外国につながりのある子どもたちが多く在籍しているこ
とから、高校においても、外国につながりのある生徒を受け入れ、学びを支えてい
くという視点が大切である。 

○ 小中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒の保護者からは、特別支援学
校の高等部ではなく、県立高校への進学を考えた場合、選択肢が限られるという声
を聞く。特別な支援を必要とする子どもたちや外国につながりのある子どもたち、
不登校の子どもたちが増えている中で、こうした子どもたちが高校で安心して学
べる教育環境を保障してほしい。 
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【交通に係る課題について】 

○ 亀山市から鈴鹿市内の高校へは交通の便がよくないため、亀山高校かＪＲ沿線
の四日市市や津市の高校を選択する生徒が多い。鈴鹿市内の高校へ通いたいと思
う子どもたちのために、路線バスの経路の見直しや通学バスの運行などの支援を
お願いしたい。 

○ 鈴鹿市と亀山市がそれぞれ独自で運行するコミュニティバスについて、市を越
えて連携させ、鈴鹿・亀山間の交通の利便性の向上が図られるよう、当協議会から
行政へ提言することを検討してはどうか。 

 

【今後の協議に必要な視点や進め方について】 

○ 令和 10年度以降も中学校卒業者数はさらに減少していくことを見据え、県立高
校の学びと配置のあり方を考えていく必要がある。また、令和７年度中に、協議会

としての一定の結論を出すためにもスケジュール感を持って協議を進める必要が
ある。 

○ 当地域の高校の統廃合や学級減を考える際には、他地域の職業系専門学科への
進学をどう捉えるのかを議論する必要がある。 

○ 小規模な高校では、生徒一人ひとりに丁寧な指導が行き届くというメリットが
あると聞いている。一方で、いじめ等があった場合に、クラス替えが難しいなど、
生徒の安心できる場の確保が難しく、その結果、退学を選択せざるをえなくなるケ
ースがあるとも聞いている。統合や学級減を検討する際には、いじめ防止の観点か
らも慎重に考えてほしい。 

○ アンケート結果から、小規模校を望む声は一定数あるため、仮に再編することに
なったとしても、小規模校で行ってきた学びは、地域の高校で引き継いでいく必要

がある。 
○ 学校規模が大きくなると教員数も増えるため、多様な選択科目を開講できたり、
学校行事や部活動が活発になったりする。子どもたちがさまざまな選択ができる
という点においては、統合によるスケールメリットは大きいと感じている。 

○ 高校ではある程度の学級数がないと充実した教育そのものが難しくなることが
想定される。当地域は、他地域と比べると小規模の高校が多いことから、通学環境
も考慮して、近鉄沿線に高校を統合していくのがよいのではないか。 

○ 国公立大学や難関私立大学への進学ニーズに応える一定規模の普通科高校が当
地域に必要であり、各教科の教員数などをふまえると、理想は１学年８学級、最低
でも６学級はあったほうがよい。 

○ アンケート結果を見ると、小学校、中学校、高校と校種があがるにつれて、だん

だんと大きな集団の中で学び、多種多様な選択肢から自分にあったものを選んで
社会に出ていくといった教育環境が求められているのは、今も昔も変わらないと
感じる。こうした環境を維持するため、これまでに統合を行った高校のその後につ
いての検証も行いながら、当地域の高校の再編について検討を進めてほしい。 

○ 現在の高校が、それぞれの特色を生かして存続できるとよいと思う一方で、通学
時間を考慮する必要があるが、統合してよりよい学校ができるのであれば、それで
よいとも感じている。 

○ 中学校段階で自身の進路が明確となっている子どもは少なく、高校に入ってか
ら自分のやりたいことを見つけたいという生徒が多い。そのため、再編したとして
もオーソドックスな普通科は残してほしい。 

○ アンケート結果から、「積極的に統合すべき」、「一定の統合は避けられない」と

いう回答が７割を超えており、当地域でも県立高校６校の再編も含めた検討を進
めていかなければならない。そのためにも、事務局から具体的な対応について、複
数の案を示してほしい。 
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